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一方神経解剖学の分野では近年 Horseradish Peroxidase ( HRP と略す)法の導入により，神経線





生後10 日， 11 日， 2. 3. 5. 8 12, 20および50週齢の Wistar系ラット計33匹を用いた。 33%HRP
(Sigma type II) をエーテル麻酔下に左上腕二頭筋筋腹に直入し漏れのない事を確認した。注入後約
24時間で，エーテル麻酔下に0.5% paraformaldehyde , 1. 25% 以utaraldehyde を含む0.05M phosha~ 
ate buffer ( PH 7 .2-7 .4.4 "c )にて経心的に潅流固定した。ただちに脊髄を摘出し，同潅流液中に 6
時間，後固定した。その後30% sucrose を含むO.lMphosphate buffer(PH7.2-7.4. 4"C)に 12時間
以上浸潰した。固定した脊髄はC3 から Th 1 を 1 つのブロックにし厚さ 40μの横断連続切片に，あるい
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はC3 から Th1 までを各脊髄分節毎に厚さ 40μの前額断連続切片にした。切片はO.lM Tris-HCI bufｭ
fer(PH7 .2-7 .4，室温)にて水洗した後， Graham -Karnovsky法に従ってDAB反応を施した。切片
は Nissl染色を施し 暗視野顕微鏡下に観察した。
すべての週齢のラットにおいて，上腕二頭筋に注入された HRPは， C. から Cs に致る同側脊髄前角
の運動神経細胞内に蓄積された。 HRP標識細胞の形態は大きな多角形であり，細胞質および樹状突
起内に HRP頼粒は蓄積され，核内にはみられなかった。生後10日および11 日齢のラット 10匹中 8 匹，
2 週齢の 2 匹中 2 匹において， HRP標識細胞は HRP注入側前角のみならず，非注入側脊髄前角内




ールとして 2 週齢 8 匹のラットにおいて HRP注入直前に非注入側あるいは注入側の腕神経叢を切断
し，脊髄における HRP標識細胞を観察した。前者にわいては C. から Cs におよぶ両側脊髄前角内に標
識細胞を認めた0・後者においては両側脊髄前角内に HRP標識細胞を認めなかった。
上腕二頭筋支配運動神経細胞数の加齢による変化を調べるため，脊髄横断連続切片全てを観察し，
これに含まれる HRP標識細胞の総数を計測した。 HRP標識細胞総数は， 2 週齢平均2474， 3 週齢
1572, 5 週齢 849. 8 週齢1009， 12週齢 459， 20週齢 345. 50週齢 312であった。すなわち上腕二頭













聞に連絡をもっていたことがHRP法を用いた本実験では示された。この事実は Prestige (1976) が変
態するカエルを用いて報告したのみである。
以上の事実をふまえて考えれば，ヒトにおける分娩時神経損傷における修復過程は成人の神経損傷
におけるものと異なり，十分な可塑性をもっているものと考えられる。今後本研究は，神経損傷の修
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復機転解明の方向に発展すべきものと考える。
齢文の審査結果の要旨
本論文は軸索内を逆行性に輸送されるホースラディッシュ・ペルオキシダーゼを用いて，幼若ラッ
トの神経支配およびその加齢変化について研究したものである。
生後 2 週以内の幼若ラットにおいては上肢筋が両側脊髄前角細胞より単シナプス性支配をうける事
実を明らかにし，さらに加齢により上肢筋を支配する前角細胞数が著明に減少することを明らかにし
た。
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